
 

令和２年「落花生」生育情報 
（第４報） 

 ※本資料は、落花生生産者へ落花生の生育情報を提供するものです。  
調査地点で収穫状況をまとめたものであり、県内全域の収量を保証するものではありません。 

 
１ 令和２年産落花生の作柄 

各調査ほ場の収穫調査の結果は、表１のとおりです。 

本年は、７月の気温や日照時間が平年を大きく下回り、降水量が多くなったことから、

さや実数は平年よりもやや少なくなりました。さや実が肥大する８月は、平年と比較し

て気温が高く、日照時間も長くなり、粒の肥大は進みました。しかし、さや実数の減少

を回復するまでには至らず、収量は平年よりもやや減少しました。また、かん水が難し

いほ場では、８月の高温少雨により幼芽褐変症の発生が多くなりました。 

 

２ 来年の栽培に向けて、優良種子を準備しよう 
今年度に収穫された「千葉半立」及び「ナカテユタカ」で、幼芽褐変が特に多く発

生しています。次の写真のような幼芽褐変が見られる場合は、出芽率に影響すること

がありますので、次年度の落花生栽培に向けて、種子に幼芽褐変がないか確認しまし

ょう。中度～重度の幼芽褐変が見られる場合は、種子を多めに確保してください。 

また、異型莢を除去して優良種子の確保に努めましょう。 

                 

 幼芽褐変症（中・重度）の発生率（％） 

 千葉半立 ナカテユタカ おおまさり Ｑなっつ 

令和２年 ８．５ ６．０ ３．３ ３．０ 

平年値 ２．１ ４．０ １．４ ２．０ 

＊発生率は、中度及び重度の合計から算出。平年値は H25 年から R1 年（過去 7 年間）の調査データ

から最大・最小を除く５か年の平均。ただし、「Ｑなっつ」は H28～R1 年の平均値。 

 

   幼芽褐変の程度別症状       
 
 

 
 

３ 定期的に種子の更新をしよう 
  品種の特性を維持するには、種子更新が必要です。３～４年に１回程度の定期的、

計画的な更新に努めましょう。 

令和２年１１月１３日 
千葉県農林水産部 
生 産 振 興 課 

健全種子 幼芽褐変 軽度 
本葉が褐変 

出芽率９割 

幼芽褐変 重度 

本葉全部と胚軸上部が褐変 

出芽率１割 

幼芽褐変 中度 

胚軸上部が褐変 

出芽率６割 



表１ 落花生収穫時調査結果（調査用のサンプルは、収穫後、乾燥機で通風乾燥させた） 

＊本年値、及び前年値は、各品種の調査結果の平均値。 

＊さや実数及び乾燥さや実重の本年値の（）内は平年値との対比。 

＊平年値はＨ２５年からＲ１年（過去７年間）の調査データから最大・最小を除く５か年の平均。ただし、Ｑなっつは、Ｈ２８～Ｒ１年の 

平均値。 

＊なお、Ｈ２７～３０年は豊作傾向であったため、過去４年間を平年値としている「Ｑなっつ」は他の品種と比べて、平年値との対比の数値 

が相対的に低くなっている。 

品 

種 

名 

年次 は種日 開花期 収穫日 
さや実数 

(個/㎡) 

乾燥さや実重 

(ｇ/㎡) 

全粒重 

(ｇ/㎡) 

上中実 むき実 

歩合 

(％) 

上中実 

百粒重 

（ｇ） 

上中実 

歩合 

(％) 

粒数 

(個/㎡)  

粒重 

(ｇ/㎡) 

千
葉
半
立 

本年 5/31 7/9 10/5 
２２６ 

（88%） 

３０９ 

（96%） 
２００ ２２８ １８６ ６３ ８０ ９１ 

前年 5/31 7/17 10/14 ２０３ ２６０ １７６ ２０９ １６２ ６７ ７７ ９２ 

平年 
（7年中 5年平均） 

5/30 7/9 10/5 ２５６ ３２２ ２２５ ２６８ ２０７ ６９ ７７ ９２ 

ナ
カ
テ
ユ
タ
カ 

本年 5/29 7/8 9/17 
２１８ 

（78%） 

３４９ 

（80%） 
２４５ ２６９ ２３３ ７０ ８６ ９５ 

前年 5/21 7/3 9/23 ２７８ ４６２ ３３２ ３４８ ３１９ ７２ ９２ ９６ 

平年 
（7年中 5年平均） 

5/25 7/5 9/20 ２８１ ４３４ ３０７ ３３０ ２９３ ７１ ８７ ９５ 

お
お
ま
さ
り 

本年 5/26 7/7 9/26 
１５４ 

（73%） 

２９４ 

（93%） 
１６８ １４１ １６２ ５７ １１３ ９６ 

前年 5/28 7/5 9/25 ２３３ ３４９ １８０ １５８ １６７ ５２ １０５ ９３ 

平年 
（7年中 5年平均） 

5/30 7/1 9/26 ２１０ ３１６ １８１ １５９ １７１ ５７ １０４ ９４ 

Ｑ
な
っ
つ 

本年 6/2 7/8 9/26 
１９６ 

（76%） 

３７７ 

（101%） 
２６４ ２５９ ２５４ ６９ ９５ ９６ 

前年 5/30 7/11 9/28 ２１２ ３０１ ２０５ ２２６ １９１ ６７ ８４ ９２ 

平年 
（4年平均） 

5/31 7/8 9/26 ２５９ ３７５ ２５６ ２９６ ２４２ ６７ ８０ ９３ 



表２ （参考）落花生研究室（八街市）の落花生収穫時調査結果作況（本年の値） 

（調査用のサンプルは、収穫後、乾燥機で通風乾燥させた） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊落花生研究室の「千葉半立」、「ナカテユタカ」、「Ｑなっつ」の栽植密度は、5,128 株/10a。「おおまさり」は 2,564 株/10a。 

＊各品種ともにかん水せずに栽培した。 

＊さや実数及び乾燥さや実重の（）内は平年値との対比。平年値はＨ２８～Ｒ１年の平均値。 

 

 品種名 は種日 開花期 収穫日 
さや実数 

(個/㎡) 

乾燥 

さや実重 

(ｇ/㎡) 

全粒重 

(ｇ/㎡) 

上中実 むき実 

歩合 

(％) 

上中実 

百粒重 

（ｇ） 

上中実 

歩合 

(％) 

粒数 

(個/㎡)  

粒重 

(ｇ/㎡) 

標
播 

千葉半立 5/20 6/30 10/7 
２８２ 

（91%） 

３００ 

(77%) 
１５８ １６６ １３３ ５３ ８０ ８４ 

ナカテユタカ 5/20 6/28 9/16 
２１５ 

(75%) 

２５６ 

(63%) 
１６６ １９２ １５８ ６５ ８２ ９５ 

おおまさり 5/20 6/26 9/24 
１５２ 

(76%) 

２００ 

(58%) 
９６ ９４   ９０ ４８ ９６ ９４ 

Ｑなっつ 5/20 6/29 9/16 
２１９ 

(74%) 

２８９ 

(73%) 
１９５ ２１２ １８８ ６７ ８９ ９６ 

晩
播 

千葉半立 6/8 7/12 10/16 
２１５ 

(81%) 

３４４ 

(107%) 
２１９ ２３４ ２１０ ６４ ９０ ９６ 

ナカテユタカ 6/8 7/10 9/29 
１６１ 

(55%) 

２６７ 

(65%) 
１８９ １９８ １８１ ７１ ９２ ９６ 

おおまさり 6/8 7/10 10/8 
１１３ 

(59%) 

２１６ 

(66%) 
１２２ １０７ １１７ ５７ １１０ ９６ 

Ｑなっつ 6/8 7/12 9/29 
１６６ 

(60%) 

２６８ 

(68%) 
１９０ ２０７ １８１ ７１ ８７ ９５ 


